















になって きた。 これ らの分野では従来の実
物 による実体化から可視化 による実体化 と
して制作プロセスまで含めた変革をもたら
そ うとしている。CGに よるビジュアルモ
デルは実体モデルに比べ,よ り速 く,し か
も多面的な視点か ら形状 ・色彩 ・材質等の
検討が行えるほか,実 在 しない物体 の可視
化など様々な利点をもっている。
これはVR(バ ーチャル リア リティ:仮








ル ・設計 図面 など)と,表 示その ものに意
味 をなすラスター情報(写 真 ・スケ ッチな
ど)の2つ がある。 この2つ は複雑に絡み
合 ってお り,相 互の相乗効果によってのみ
利用価値が拡大するもの と考えられる。
デザイン業務はラスター情報 をベクター








使用環境 を様 々に設定 してデザインの検討
を行う。




システム に取 り入 れ,1677万色 のカラー






デザ イナーが手作業で版下 を作成 して製版
の後,製 品に印刷 していた。
当社 で は 「CAPGraph」を開発 し,表




換 ・英語 ・日本語表示変換 を自動的に行え
る機能 を備えているほか,直 接製版フ ィル
ムを出力で きる。
CAPGraphの導入によ りデザ イナーの
技術差異による仕上が りの差 もな くな り,





かな りの予算がモデル制作 に費 やされてい
たが当社では実物モデルをつ くらずにデザ
イ ン検討 を行 う 「MEBIUS」を開発 した。
実物モデルの作成には1週 間程 を要 してい
たがMEB且USでは ワイヤフ レームモデ ル







要素であ り,そ のデザインにはCG技 術 と
AI技術 によるシ ミュレーションが有効で
ある。当社のパ ッケージデザインシステム
「PAGE」ではパ ッケージの寸法 に応 じた









デザ イン行程のCAD化 によ りベ クター情
報 での伝達が可能 にな り,コ ミュニケー
シ ョンの効率化 ・高品質化が図 られている。
このコ ミュニケーションは一方通行では


















つ解決 され,よ り高度なVR技 術,シ ミュ
レーション技術が確立 されることを願 って
やまない。
(はたけなか・けんじ シャープ株式会社〉
操作パネル用版下
ビジュアルモデルの例
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